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サッシュはアルミが多いため，ほ
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独身寮 集合住宅 独身住宅 プレハブ住宅
2 ♀ 苫 ♀ 古 ♀ 古 ♀ 
10 1: 3 2 3 1 。。。。
20 It 17 18 。7 1 11 。5 
30 I¥: 。。3 16 。3 。1 
40 代 。。l 6 。4 。4 
50 1: 。。2 1 。1 。。
'1、 計 20 20 9 31 1 19 。20 
d十 40 40 20 20人




'1"均 抗 1'1';1[(%1 「寸~~
ド市北市議 '11 '21 '31・41 ー11・21 ・31に'4了i 1.枠制J):;' ，tfイ〆が止 。、一わるロ 83 181 1 45 185 +11 +11 0 
2. ~! 恨 の 色 /)1 ! ‘-h るい -0.2311.ω0.22 84 1 81 1 50 1 88 。+11+11 0 
3外 町止 の色がよけ-h る い 0.03 0.92 -0.25 -0.11 58制 75 195 。+1 。。l
4 ゆ マシニL J) 色が 主 リ-h る つ 0.10 0.74 。.28 -0.18 79 ω 94 94 。+1 。。
I一|6785. 陣パイ司ン|同t一，F舟体コ・環一とニJア~ーE一とでの 内外一外F外慨観す観が一が刀η湖瓜附一白制院仰色L一をLでがJてR一いよ均いるる-JhL Rでr均一リいる2♀ないリ1 ‘ -0 .19 0.24 0.33 -O.ll s‘71 75183 。。+1 。29 ι58 0.24 -0.85 68 76 1 81 90 。屯 。-1
01.-716 5 0. 74
1.∞ -0.38 7‘82 68 65 +1 +1 +1-1 
55 ι79 1.05 70171 ω ω 。。+1 +2 
9時lIIlヂザ{シ地 ピt噌 径五世r'，.話島I'J:.:'-;!二;.~: ‘ 1.13 0.30 I.H 1.36 64 68 88 182 +1 。+1+21 
10. I シ f 'J7:二制伐きIll!l r- ~る.，1を杭i~ ・ 、 ;i ~ ;なっ 1.75 0.82 2.22 1.86 78166 1∞ 86 +2 +1 +2 +21 
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図-5 現在居住 している住宅の外観に対する意識







































































1. .， 色、 苦-1;~やか岳 1.3 
2.落 ちついとー活気の あ る 1.5 
3. l!I5 外 町一節 屯- の 1.2 
‘.白 ~ 町一人工 的苦 1.4 
5 子 自民 本位 町一大 A 本 位 の -0.】
6 段育的 章一繊費約~ 0.0 
7 み んなのー側 人 の 0.2
8.つ畢 合いl;Iいー わずらbきれない 0.5 
且長続きす るー仮 の 0.4
10 倉裕のあるー告 理的 ~ 0.8 
怯 広々と L たーこ じんまりした 0.7 
庶民的な一高 級 な 0.3 
13 統 一慌のある 一拍 車 し た -0.2 
14 聞 かれたー閉 ざされた 0.6 
15.丸みのめる一角ば っ 止 0.5 
16.11然と L 丘一変化的 品る -0.1 
17.タラシプ タ骨ーモ ダン岳 0.2 
18. - 般的岳一個性的な -0.9 
19.凹凸のないー凹凸のゐる -0.2 
鈎盤 厚 章一健 やか号 0.0.3 
21. 慣に広がるようなー上tニ伸びるよう~ 0.0.5 
包.i量 い一事やか岳 0.0.8 
お暖かそ う岳ー揮 しげ~ 0.0.7 
2・.ざらざらした-~ めらかな -0.1 
( 41 ) 
'1姐・11.'21.合住宅.'3)独立住宅'刷プレハプ住宅
半 値 PF'値(%)
'21 '31 '.) 
1.2 2.0 1.7 
1.2 1.9 1.6 
0.9 1.0 1.1 
1.3 1.7 1.3 
0.2 -0.2 0.8 
0.6 0.2 0.7 
0.0 0.1 0.6 
0.1 -0.2 0.3 
1.2 1.4 0.7 
1.2 1.2 1.0 
l.l 1.‘ 0.9 
0.2 -0.1 0.5 
0.2 -0.2 -0.7 
0.8 1.4 0.6 
0.7 0.4 0.6 
0.2 -0.3 -0.7 
-0.2 0.3 0.3 
-0.6 -0.8 -0.7 
0.2 -0.7 -0.8 
0.3 0.4 0.5 
0.4 1.1 0.3 
0.2 1.4 0.7 






































































































































第m因子は Unity(まとまり).第町因子は Hueand 
Form (色と形).第V因子は Texture(肌あい).第 vl
因子I;t.Educationa lity (教育性)と意味づけた。各因子
の分散率は表-5に示す通りで，第I因子は他より大き



























4 自 f'Jt の一人 工的 ~ 
8.つき合い易い わずらわされない
Relations 






13.統 伎のあ るー 独 立 し Jヒ
19.凹凸のないー凹凸のある
22.淡 い一撃 やか ~ 
17.クラ ッシク章一モ ダ ン な
Hue and Form 21.績に広がるような 上に伸びるような
20.重 厚 な一程 やか な
23.媛 台、 い-il匝 し iずな
24.ざらざらしたーなめらかな
Texture 2.活気のあるー落ちついた




























F. F2 Fs F. F. F. 共通性(推定値)
.685 .050 一.∞3 .144 .4∞ .069 .658 (721) 
.659 .096 一.134 .343 .086 .193 .623 (679) 
.625 .122 .143 .042 .024 .005 .429 (507) 
.571 .063 .209 .301 .∞岳 .279 .543 (679) 
.566 .153 .040 .143 .044 .017 .367 (449) 
.515 .175 一.120 .217 .268 .063 .433 (489) 
.071 .691 .071 .似10 .221 .139 .555 (521) 
一.∞3 .574 .0ω 一.030一.197 .265 .441 (521) 
.251 .563 .014 .047 .134 .031 .401 (ω8) 
.307 .521 .130 .ω6 .401 .020 .547 (488) 
.117 .068 .597 一.212一.021 .077 .426 (381) 
一.026一.048 .580 .027 一.093 .075 .355 (381) 
.027 .134 .576 .077 .056 一.013 .360 (275) 
一.137一.114 .531 .047 .050 一.026 .320 (319) 
.323 一.161 .070 .591 一.125 .159 .525 (473) 
.107 .094 .()“ .582 一.170一.003 .392 (473) 
.114 .∞9 .134 .571 .179 .073 .394 (373) 
.124 一.0ω .063 .468 .150 一.ω4 .269 (348) 
.012 .403 .077 .452 .231 一.023 .426 (439) 
一.163 .028 .011 .023 一.605一.037 .396 (363) 
一.472 .023 .059 一.254一.556一.129 .618 (721) 
.298 .152 .270 .037 一.359 .006 .315 (301) 
.216 .344 .ω2 .ω3 一.024 .761 .709 (654) 
.082 .052 .148 一.143 .152 .775 .716 (654) 
2.938 1.864 1.563 1.888 1.505 1.460 11.218 
26.2 16.6 13.9 16.8 13.4 13.0 1∞.0 
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I.Surrouodings， I.Relations， m.Unity， N.Hue 
aod Form， V.Texture， VI.Educationalityの6つの図
子である。これらの因子のうち， 1 tまデザイ ンを抱話す
る背景の問題であり， IとVIt主生活面から，皿-VI主造
形面からデザインを捕えている。この6つの因子は，独
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